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Zusammenfassung

 

In dieser Abhandlung wird versucht darauf zu antworten,wie die Übersetzung der westlichen
 

Literatur auf die japanische gewirkt hat,wie sich diese literarische Übersetzung seit der Meiji
 

Zeit entwicklt hat, und wie “Heidi”von Johanna Spyri in Japan aufgenommen und ubersetzt
 

wurde.

Bei der Modernisierung von Japan hat die Übersetzung nicht nur auf dem politschen und
 

wirtschaftlichen Bereich,sondern auch auf dem kulturellen eine grosse Rolle gespielt. Besonders
 

auf dem literarischen Gebiet haben die japanischen Übersetzer erfolgreich versucht, nach der
 

westlichen Literatur einen neuen Einheitstill der mundlichen und schriftlichen Sprache zu schaf-

fen und damit die japanische Literatur zu modernisieren und zu verbreiten.

Vor allem nach dem Zweiten Weltkrieg sind japanische Übersetungen massenhafter publ-

iziert worden und dabei wurde auch die Qualitat der Übersetzung nach und nach verbessert.

Im Fall der Übersetzung von“Heidi”,die zuerst 1920als Jugendliteratur erschien und heute
 

noch sehr aktuell ist,ist diese Tendenz bestimmt herauszufinden.

要 旨

翻訳は文字情報の分析および加工および発信に欠かせない活動である。
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本稿では、明治以来の主として文学の翻訳の歴史および児童文学の歴史を概観し、その歴史的背景

のもとで、翻訳児童文学の古典である「ハイジ」を研究対象とした。

文学の近代化と大衆化を目指して、二葉亭四迷は、翻訳文学において「言文一致体」を考案すると

ともに、よりリズミックで精緻な訳をめざした。翻訳児童文学も翻訳文学の影響を受けつつ発展した

が、「ハイジ」の翻訳も、重訳から原語訳へ、抄訳から完訳へ、自由訳からより精緻な翻訳へと改善さ

れていった。

キーワード：翻訳、翻訳文学、ハイジ

はじめに

今や世界中で翻訳され、若者の間でハルキ現象を起こしている作家兼翻訳家の村上春樹は、芥川龍

之介の再評価を促す文章で、異文化交流の意義について次のように述べている。「言うまでもなく、今

日我々が目指さなくてはならないものは、異文化との表層的な折衷ではなく、より積極的な、より本

質的な、interactive（相互的）な嚙み合いである。我々は日本という文化環境に生まれ落ち、固有の

言語と歴史を継承し、そこで暮らしている人間だから、もちろん完全に西欧化、グローバル化するこ

となどできないし、またする必要もない。これは当然のことだ。しかしその一方で、狭隘なナショナ

リズムに陥ることだけはなんとしても避けなくてはならない。これは歴史の示す大きな教訓であり、

曲げようもない原則である」 しかし異文化交流の推進は、過去の教訓に留まらず現代情報社会からの

要請でもある。村上はこう続けている。「そしてまたインターネットの目覚ましい展開や、経済の急速

な流動化によって、世界はますます狭くなっている今日、我々は好むと好まざるとにかかわらず、そ

れぞれの文化の方法論を等価で交換しないことには、うまく立ちゆかないという差し迫った状況にお

かれている。（中略）我々は（小説家をはじめとする創作者）は外に向けてどんどん文化的に発信し、

また同時に外からのものを柔軟に受信していかなくてはならない」。

こうした現代世界が必要とし、また社会的な必然性をもった異文化交流を支えているのが翻訳であ

る。文化の交流は文化の翻訳でもあった。日本はしばしば翻訳天国とも呼ばれる。時には、誇大広告

さながら、日本では世界中の書籍が翻訳で読めるなどと言われることもあるほどだ。この「翻訳天国」

という言葉は、翻訳文化の日本の文化における重要な地位を指し示す言葉であろう。今日科学技術文

献と並んで、多くの人文科学や社会科学や文学や哲学の文献が翻訳されている。『2007年度出版年鑑』

によれば、2005年度の日本の新刊書籍は月刊誌、週刊誌を除いて７万８千点あまり、翻訳書のうち文

学翻訳書は440点、児童文学翻訳書は160点に上る。

情報社会において、翻訳は情報の加工にはなくてならない行為であり、翻訳書は情報の蓄積に一役

買っている。活字離れが喧伝されるなかで、書籍の出版点数は依然として増加傾向にある。今日のよ

うな文字情報が優勢な情報社会では、翻訳はますます盛んになっていく異文化交流に欠かせない活動

である。翻訳は他国の文化の移入に貢献してきたが、いろいろな問題を孕みつつも同時に自国の文化
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の発展にも寄与してきたことは、歴史的事実であろう。

周知のように、明治以前の日本は、長い間中国を模範とし中国の文化や制度の輸入に務め、訓点を

つけた読み下し文を工夫するなどして、中国文化の「翻訳」に勤しんできた。しかし明治以降の日本

は、「富国強兵」「脱亜入欧」をスローガンとして近代化＝欧米化を急ぐ過程で、数多くの欧米の制度

や概念を取り入れてきた。こうした制度や概念を導入するにあたり、当時の多くの知識人は、文化の

「翻訳」に熱心に取り組み、「翻訳語」を発明して、欧米文化の日本文化への定着を図ってきた。「自

由」や「社会」から、「恋愛」や「個人」にいたるまで、現代の日本社会は「翻訳語」なしには成立し

ないといってもいいであろう。実は「情報」も「情報化」や「情報社会」も和製漢字＝ 翻訳語」であ

る。

近年、従来は欧米では脚光を浴びることのなかった大衆文化であるアニメや漫画や劇画が欧米の若

者の間で注目され、こうした大衆文化の先進国である日本からの文化輸出が盛んになったことが、マ

スコミ等でよく話題となっている。実際欧米に出かけると漫画本やアニメのコーナーに日本関係の書

籍やビデオやDVDが並んでいる。同時に世界中で大きな反響を読んでいるのが、村上春樹や吉本ばな

ななどの日本の現代小説である。村上の『海辺のカフカ』（独語題名『Kafka am Strand』や『ノル

ウェーの森』（独語題名『Naokos Lacheln』）『ねじまき鳥クロニカル』（独語題名『Mister Aufzie-

hvogel』）などは例えばドイツのある程度の本屋ならどこでも山積みされているし、ばななの『キッチ

ン』（独語題名『Kitchen』）『つぐみ』（独語題名『Tsugumi』）『とかげ』（独語題名『Eidechse』）といっ

た翻訳本も同様である。彼らの小説が海外の読者に受け入れられているのは恋愛や家族の崩壊や西洋

的な生活様式や都市生活などといったテーマの選択もさることながら、もともと村上や吉本の小説が、

翻訳文体で書かれていることもあるのではないだろうか。以前は大江健三郎（翻訳作品例『個人的な

体験』『死者の奢り』）や川端康成（翻訳作品例『雪国』『伊豆の踊り子』）といったノーベル賞作家や

井上靖（翻訳作品例『氷壁』、『闘牛』）の翻訳本をよくドイツの書店で目にしていたが、春樹やバナナ

は以前とは異なった流行現象ともいえよう。日本の翻訳文化は、従来文化面における輸入超過の典型

的な分野として、しばしば揶揄されてきたのだが、もっぱら文化輸入に没頭した明治・大正・昭和期

の定着期を終えて、また新たな段階に入ったのであろうか。

この論考においては、今日の「世界文学」の時代の到来を予告していたゲーテの「世界文学」の概

念とドイツの翻訳文学史について概観した後、明治以降の日本における翻訳文学史および代表的な翻

訳家の翻訳論について考察する。つぎに日本における翻訳児童文学の成立と発展について論じる。さ

らに翻訳児童文学の代表的作品であるヨハンナ・シュピーリ『ハイジ』の翻訳史を概括した後、『ハイ

ジ』の代表的な翻訳を取り上げ、その文体の特徴と変化を日本の翻訳文学史との関連において考察す

る。
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グローバル化する世界の中で、日本文学の輸出については既に触れたが、世界の経済や政治の一体

化とならんで、文化の分野でも一体化が進んでいるのであろうか。日本で世界文学全集が出版される

ようになったのは大正大震災後20世紀前半であったが、すでに19世紀前半ドイツの文豪ゲーテは「世

界文学」の必然性を唱え、翻訳者の必要性を強調していた。

ゲーテは1827年知人宛の手紙で「世界文学なるものが形成されつつあること、あらゆる国民がそれ

に興味をもっており、したがって仲良く歩調を合わせていることを、わたしは確信している」 と書い

ている。エッカーマンとの対話では、シナの小説を賞賛した後、「最近私にはいよいよ明らかになって

きたことだが、詩は人類の共有財産であり、それはまたいたる所、あらゆる時代に幾百とない人間か

ら生み出されてくるものだ。（中略）今日、国民文学はあまり意味がない。世界文学の時代が到来して

いるのだ。だから、誰もがこの時代を促進するように努力しなければならない」 として、ともすれば

偏狭的な態度を取るドイツ人を戒めている。さらにこの精神的交流を促進する翻訳家の仕事は、もっ

とも価値のある仕事であると説いている。ゲーテはこうした「世界文学」の物質的な基礎を時代の産

業化と交通の拡大に求めるとともに、当時の世界が、集団間の接触が激しくなり、集団の融和が準備

される普遍的時代であるという時代認識をもっていた。

ゲーテの指摘を待つまでもなく、他の文学同様ドイツ文学も翻訳文学により刺激を受け、豊かになっ

てきた歴史を持つ。フォスやヘルダーリンのギリシャ文学翻訳、バロック時代のフランス文学やイタ

リア文学の翻訳、啓蒙時代のフランス古典悲劇翻訳、ロマン主義時代のシェークスピアやスペイン文

学の翻訳、自然主義時代のロシア、スカンジナビアおよびフランス文学の翻訳、象徴主義時代のダン

テやフランス象徴主義文学の翻訳などの翻訳文学は常にドイツ文学の内容を豊かにしてきた。

翻って日本の翻訳文学について考察してみよう。東アジアの島国日本は文化後進国であったので、

中国等の文化先進国からの文化輸入は、常に大きな関心事であり、また日本文化発達に大きな役割を

果たしてきたことは常識に属する。明治以前は、中国の教典や文学、さらに仏典の翻訳が行われたし、

またキリシタン文学の翻訳もあるが、翻訳文学が本格的に成立したのは明治以降であろう。ここでは

『新潮日本文学小事典』の記述にしたがって明治以降の翻訳文学史を五つの時期に分けて、代表的な

翻訳家の翻訳論について考察していきたい。

まず明治維新から明治20年までの第１期。この開国直後のこの時期の特徴は、啓蒙的性格が強いこ

と、従って翻訳者も啓蒙思想家、政治家、ジャーナリストが多いことである。ミルの『自由の理』（中

村敬宇訳）、スマイルズ『西国立志篇』（中村敬宇訳）、リットンの『花柳春話』（織田純一郎訳）、ディ

ズレリイの『政党余話 春鶯転』（関直彦訳）などの英国の思想家や小説家の著作が評判をとったのは、

自由民権運動の高まりと関連しているとの指摘もある。 文学関係では外山正一、谷田部良吉、井上哲

次郎が英国詩人の詩の翻訳を集めた『新体詩抄』を著わし、新たな詩歌のジャンルを開拓して注目を

集めた。「新体詩」の名称の生みの親である井上はこう書いている。「夫レ明治ノ歌ハ、明治ノ歌ナル
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ベシ、古歌ナルベカラズ、日本ノ詩ハ日本ノ詩ナルベシ、漢詩ナルベカラズ、是レ新體ノ詩ノ作ル所

以ナリ」

しかしこの時期『西洋事情』（1868年）や『学問のすすめ』（1872年）というベストセラーを出した

福沢諭吉こそ、その後の翻訳文化に大きな影響を与えた文章家であった。彼の翻訳文体に与えた影響

には新しい語彙の創作（例 汽車、汽船、版権）や、平易な訳語、仮名交じり文の採用、漢字制限な

どがある。『西国立志篇』を訳した中村敬宇は、歯切れの良い漢文調の中に、新しい思想を表現し、後

世の翻訳家に大きな影響を与えた。英語の語法や構文の持つ異国風なニュアンスを生かし、代名詞や

関係代名詞の訳し方に工夫を凝らした。

第２期は明治20年頃から明治40年頃まで。この時期はしばしば日本近代文学の誕生期とされる。な

んといっても代表的翻訳は二葉亭四迷の『あひびき』と『めぐりあひ』である。精緻で品格のある翻

訳は、翻訳文学にも日本近代文学にも深い影響を与えた。同時期欧州文学の翻訳が軌道に乗り、坪内

逍遥のシェイクスピア訳、森田思軒のユゴー訳、森鷗外のドイツ文学および英文学の翻訳やアンデル

センの『即興詩人』、内田魯庵のドストエフスキー『罪と罰』などがこの時期の成果である。さらにこ

の時期名高い上田敏の訳詩集『海潮音』が編まれ、バーネットの『小公子』（若松賎子訳）やヴェルヌ

の『十五少年』やグリムやアンデルセンなど児童文学の翻訳が盛んになったことも注目される。

ここでは二葉亭四迷の翻訳論「余が翻訳の標準」を取り上げたい。四迷が目指したのはなによりリ

ズムと正確さであった。「一体、欧文は唯だ読むと何でもないが、よく味うて見ると、自ら一種の音調

があって、声を出して読むとよく抑揚が整うている、すなわち音楽的である。だから、人が読むのを

聞いても面白い」 とリズム感を強調しながら、リズム感を壊さないように「語数も原文と同じくし、

形をも崩すことをなく、偏に原文の音調を移すのを目的として、形の上で大変苦労したのだが、さて

実際はなかなか思うようには行かぬ」 と彼は書いている。また原作者を神聖視し、個性の尊重こそ翻

訳の根本条件だとして、次のように書いている。「ツルゲーネフはツルゲーネフ、ゴルキーはゴルキー

と、各別にその詩想を会得して、厳しく云えば、行住坐臥、心身を原作者の儘にして、忠実に其の思

想を移す位でなければならぬ」 リズム感、正確さ、原作者の文体の尊重など、既に明治二十年代に若

き二葉亭四迷は現代にも通じる翻訳者の基本的態度を記していた。そして彼の翻訳に特徴的な文体で

ある言文一致体こそ、花袋や藤村など後に続く作家たちの模範となったのであった。そもそも前島密

の『漢字御廃止之儀』に始まる言文一致運動は、西洋の表音文字採用と東洋の表意文字＝漢字廃止を

めざす近代化＝西洋化運動の一環として位置づけられよう。会話体は音声文字であることから言文一

致が唱えられたのである。こうした運動を背景として、二葉亭は『余が言文一致の由来』で彼の文体

の由来を説明している。その原則は以下のような文章にある。「まず兎も角も、敬語なしでやって見た」

「日本語にならぬ漢語は、すべて使わないというのが、自分の規則であった」「成語、熟語、凡てとら

ない。僅かに参考にしたものは、式亭三馬の作中にある所謂深川言葉という奴だ」 こうして敬語や漢

語の不採用、下町言葉の採用も先に挙げたリズム感、正確さ、原作者の文体尊重とともに二葉亭の翻

訳文体の秘密となったのであった。翻訳研究者吉武好孝は『明治・大正の翻訳史』の中で、二葉亭の

175日本翻訳文学史における「ハイジ」翻訳



翻訳を絶賛して次のように書いている。「このように、生涯のほとんど全部を外国文学の翻訳に捧げ、

いくつかの不朽の名訳をのこして明治の翻訳文学界に先人未踏の王道をひらいてくれたのはかれであ

り、また、今日われわれの目をもってみても実によくこなれた言文一致体の名翻訳ということのでき

る あひびき>はいうにおよばず、多くのすばらしい翻訳をのこしたかれは、実は、明治、大正、昭

和を通じてみても、わが国の翻訳文学史上まれにみる第一流の建設者であり、先覚者だといっても過

言ではあるまい」

第３期は明治40年頃から大正大震災（大正12年 1923年）頃までである。この時代、日露戦争後の

好景気、日本近代文学の確立後の世界文学への関心の増大などの条件のもと、空前の翻訳ブームが起

こった。イプセンやハウプトマンらの自然主義文学の翻訳、ダヌンツィオ、ワイルドらの象徴主義の

紹介と並んで、ロマン・ロラン、クロポトキンらの人道主義・社会主義の文学・思想が翻訳された。

この時期、鷗外の『ファウスト』などのヨーロッパの古典が次々翻訳された。また1918年には雑誌『赤

い鳥』が創刊され、そこでは多くの児童文学の翻訳が掲載された。大正大震災の翌年1924年には『世

界童話体系』の刊行が開始された。

ここではドイツ三部作や心理小説や史伝小説のほかに多くの優れた翻訳を出した森鷗外について触

れてみたい。鷗外は翻訳についてはほとんどまとまった言及はなく、膨大な翻訳量が不思議なくらい

である。僅かに『訳本ファウストに就いて』で「兎に角私の翻訳は或る計画を立てて、それに由って

著々実行して行くと云ふよりは、寧水至り渠成ると云ふ風に出来るに任せて遣っているのだから、凡

例にもなんにもならぬわけである」 と述べているのが注目されるくらいである。しかし「芸術的な翻

訳」を標榜する鷗外は、多くの同時代人と志を同じくして、新しい文体の創造をめざした。『今の諸課

家の小説論を讀みて』で曲亭馬琴風の文章を非難し、二葉亭や山田美妙の新しい文体を評価してこう

述べている。「渠等は独り勧善懲悪の陋小説を變じて美術となしたるのみならず、また能く結語の小説

を變じて散文となしたり。亦た善からずや」 。前述したように、鷗外には一貫した文体はなく、口語

体、文語体、擬古体を自由に用いているが、吉武も指摘しているように、鷗外の翻訳の評価が高いの

は、彼の文章には一種の文学的香気があり、また題材が多種多様で新知識に満ち満ちていることであ

ろう。 『即興詩人』の翻訳などには、鷗外の特徴である漢文と国文と欧文脈の絶妙なバランスが見て

とれよう。しかし比較文学の研究によって、『即興詩人』は翻訳よりむしろ翻案に近いことが明らかに

なっている。鷗外は日本の文化風土にあうべく、自由に省略や書き足しなどの操作を行い、それゆえ

この翻訳が日本に根付いた点も見逃せない。原作者に対する尊敬や翻訳の正確さの追求など、鷗外と

二葉亭の翻訳に対する態度には明らかに大きな違いがあった。また日本文学への影響について、中野

重治は『即興詩人』と『あひびき』の違いをこう解説している。「 即興詩人>は非常に大きな大きな

影響を文學讀者、特に青年たちに與えたけれども、そこから日本近代文学の何かの主流といえるもの

は生まれなかった。 あひびき> めぐりあひ>は同じく大きな影響をあたえつつ、そこから一つの日

本文學の流れ、日本自然主義のうちの浪漫的部分を生み出すことになった」

第４期は大正大震災から敗戦までである。この時期はソビエトとアメリカの台頭した時期であり、
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マルクスやレーニンなどの社会主義の文献やショーロホフなどの革命文学の翻訳が盛んに行われ、一

方ではヘミングウェイやフォークナーやスタインベックなどの逞しい野性的なアメリカ文学が翻訳さ

れた。またヨーロッパからは、表現主義や超現実主義や新即物主義などの新しい芸術思潮が紹介され、

ブルドンやアポリネールなどが翻訳された。また大出版社が翻訳を大量生産し、安価で世界文学を読

者に提供し、『世界文学全集』『近代劇』『世界戯曲全集』が出版され、好評を博した。

この時期はこれまでの翻訳に対する様々な反省が行われた時期でもある。昭和７年（1932年）『世界

文学』で英文学者兼翻訳家野上豊一郎はギリシャ文学の翻訳から古今集の翻訳にいたるまで豊富な翻

訳例を引きながら自らの翻訳論を展開している。 野上は文学翻訳家の立場から、まず翻訳の第一条

件は忠実とする視点に立ち、これまで鷗外を始め名訳といわれた翻訳がいかに忠実ではなかったか、

また的外れであったかを多くの文例で示す。次に文学作品の翻訳には内容も形式も重要だとし、翻訳

者が原作を理解し、その表現の動機を尊重し、十分に表現できる能力をもつことが翻訳の条件である

として、翻訳の出来は翻訳者の理解力と想像力にかかっているとする。翻訳家は作家と同等の理解力

と表現力をもたなければならないとする野上の主張は、大量の劣悪な翻訳に従事する翻訳家に対する

警鐘であろう。

英文学者戸川秋骨は昭和二年（1927年）の『改造』に大量に出回る拙劣な翻訳文学を痛烈に批判し

て次のように書いている。「買ふ人必ずしも読むのではないし、また読んだ処で斯うして出来た翻訳は

容易に解りっこないからである。解っては翻訳ではない、解らない処に翻訳の価値があるのである」 。

戸川に劣らず谷崎潤一郎も翻訳文学全盛の風潮に批判的であった。谷崎は『饒舌録』に次のように書

いて、翻訳書に群がる青年を批判している。「彼等は東洋のクラシックは知らないけれども、実によく

いろいろの翻訳を読む。恐らく世界中で、今の日本の青年くらい各国の文学芸術をかじっている者は

ないであろう。（中略）ところが彼等のこの該博な世界的知識は、皆恐るべき悪文の翻訳に依って得ら

れるのである」 。谷崎も昭和９年（1934年）に刊行された『文章読本』で「日本は明治以来西洋の長

所は取り入れるだけ取り入れたので、取り入れ過ぎたため生じた混乱を整理する」 ことが急務だ主

張する。また日本語は語彙が少ないので、漢語、西洋語、翻訳語を取り入れざるをえなかったが、語

彙が少ないのは欠点でもあるが、長所ともなりうると説き、日本特有の言葉の少ない寡黙な文化を守っ

ていくことに意味を見いだしている。当時の小説家や評論家や新聞記者は、翻訳文に近い文体を使っ

ていると非難し、特に外国語の多い学者の文章は、外国語の素養があることを前提として書かれてい

るので、多くの人には理解しがたい悪文だと毒づいている。「それもそのはず、彼等の文章は読者に外

国語の素養のあることを前提として書かれたものでありまして、実は外国文のお化けであります。そ

うして化け物であるだけに、分からなさ加減は外国文以上でありまして、ああ云うのこそ悪文の標本

と云うべきであります。実際翻訳文というのは、外国語の素養のない者に必要なのでありますが、我

が国の翻訳文は外国語の素養のない者には分かりにくい」 ところでこの『文章読本』については、佐

藤春夫が、欧化もまた国民性の発現であり、国語も変わってしまっていること、さらに日本語の語彙

の不足も日本語が発達途上にあることに谷崎は気づいてないとして、『文章読本』は愚著だと批判して
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いる。翻訳語の一方的な批判や日本語の語彙の少なさを日本の文化の長所とする点など、谷崎の立論

には確かに無理がある。佐藤の批判は正当であるといえるだろう。

それでは谷崎自身の翻訳論はどうであろうか。彼は源氏物語の新訳を出すにあたり次のような原則

を立てている。「能ふ限り単文で行く」「一層、実際に口でしゃべる言葉に近づける」「敬語の数を適当

に加減する」 こうした原則は二葉亭四迷の「言文一致」を思わせる。新言文一致運動ともいえようか。

しかし谷崎が目指したのは、省略や書き足しを自由に行う『即興詩人』のような「文学的翻訳」であっ

た。外国語と日本の語の間の大きな溝を自覚した谷崎は、文体を模倣すれば模倣するほど日本語は汚

くなるという考えを捨てなかった。

第５期は戦後となる。戦後流行した実存主義からは、サルトルの『嘔吐』『汚れた手』が訳され、カ

フカは『カフカ全集』と『カフカ小説全集』が翻訳された。ムージルも『特性のない男』が翻訳され、

また『ムージル著作集』が刊行された。それに伴って、キルケゴールやドストエフスキーやリルケの

翻訳もなされた。性の解放に応じて、ロレンスやモラヴィアなどの翻訳も反響を呼んだ。アメリカ文

学からはテネシー・ウィリアムやサリンジャーが翻訳され、近年は作家兼翻訳家の村上春樹の『村上

春樹の翻訳ライブラリー』が注目を集めている。また現在光文社からはドストエフスキーなど新訳が

次々と出され、池澤夏樹個人編集の『世界文学全集』も今秋から刊行が開始される。

ここでは現代の代表的な作家兼翻訳家である村上春樹の翻訳論について考えてみたい。まず翻訳を

取り巻く環境について。井上健は『作家の訳した世界の文学』のなかでこう述べている。「わが国の近

代口語文は、翻訳文の影響下で自己形成してきた。翻訳とは常に、異質な他者との出会い、その他者

を鏡のようにして、自己への洞察を深化させる場であり、そこで生まれた翻訳文文体は、近現代の日

本文学に対して、一貫して異化、非日常化の契機となり続けてきた。（中略）交通、情報の発達によっ

て、日本と西洋が日々地続き化しつつある今日、翻訳文体のもつそのような異化の効果は、急速に失

われつつある」 。こうした時代にあって、作家兼翻訳家の村上春樹は、独特の文体をもった小説およ

び現代アメリカ文学の翻訳で、現代文学と現代小説の循環を活性化させてきた。春樹の翻訳文体につ

いて考察してみたい。

村上春樹は「翻訳すること、翻訳されること」のなかで、創作と翻訳が呼応していることを認めて、

次のように書いている。「僕はこれまで僕なりに、母国語たる日本語を頭のなかでいったん疑似外国語

化してーつまり自己意識内における言語の生来的日常を回避してー文章を構築し、それを使って小説

を書こうと努めてきたとも言えるのではないかと思う」 。そして外国語に翻訳された文章について

は、「すらすらとよどみなく読める、それで楽しめたのなら、その翻訳は翻訳としての義務を十全には

たしていることになるだろう」 といった基準を示している。

よどみなく読めるということは文章がリズム感をもっていることであろう。春樹は自ら翻訳する場

合にも、リズム感のある文体を目標としている。春樹は『翻訳夜話』で自分のポリシーについてこう

話している。「ぼくの場合はリズムなんです。呼吸と言い換えてもいいけど、感じとしてはもっと強い

もの、つまりリズムですね。だからリズムということに関しては、僕は場合によってはテキストを僕
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なりにわりに自由に作りかえます。どういうことかと言うと、長い文章があれば三つに区切ったり、

三つに区切られている文章があったら一つにしたりとか。ここの文章とここの文章を入れ換えたりと

か」 コンマやピリオドまで数を合わせようとした二葉亭が悩んだ問題について、春樹は次のように

考えている。「なぜそうするかというと、僕はオリジナルのテキストにある文章の呼吸、リズムのよう

なものを、表層的にではなく、より深い自然な形で日本語に移し換えたいと思っているからです。（中

略）そのことに関しては 直訳派>と言い切れないところがあるかもしれない。そのかわり、それ以

外のレトリックだとかボキャブラリーとかそういうことに関してはテキストに忠実にやりたいと」

春樹は、翻訳の忠実さと翻訳の文体の関係をつぎのように説明する。「とにかく相手のテキストのリズ

ムというか、雰囲気というか、温度というか、そういうものを少しでも自分のなかに入れて、それを

正確に置き換えようという気持ちがあれば、自分の文体というのは自然にしみ込んでいくものなんで

すよね。自然さがいちばん大事だと思う」

原文と翻訳文の関係、正しい翻訳とはなにかという問題も翻訳者を悩ましてきた。春樹の説明はこ

うである。「個々の訳はオリジナル・テキストとは別物だと僕は思います。しかし別物ではあっても、

十分に感動できるし、その感動がオリジナル・テキストを読んだアメリカの読者より劣るかというと、

そんなことは決してないと思います。というか、優れた小説にはそういう多少の誤差を乗り越えて機

能する、より大きな力があるんです」 。春樹の考えによれば、翻訳はオリジナル・テキストとは違っ

たテキストであり、「誤解の総和」であり、「正解の翻訳は原理的にありえない」のである。

翻訳の必要性について、ベンヤミンはかつて『翻訳者の任務』で古典の後熟性について言及してい

た。 つまり古典は時とともに熟してくるが、翻訳はすぐに古びるというのだ。春樹は同じことを賞味

期限という言葉で説明している。サリンジャーの『ライ麦畑でつかまえて』では名訳、野崎孝訳を引

き合いに出して、次のように春樹は述べている。「ただああいうものの翻訳にはやはり賞味期限みたい

なものがあると思うんです。純粋に日本語の語彙の問題だけ取り上げても。（中略）一方に歴史的な名

訳があり、時代に合った新しい訳が同時にあり、でいいんじゃないかと。それが一般的な読者に対す

る親切だと僕は思うんです」

村上の翻訳論の分析からは、明治・大正期の翻訳が逐語訳から翻案にいたるまで振幅が大きかった

のに対して、交通網・情報網がますます発達し、地域差・文化差が縮小しつつあるグローバル化世界

では、より自由でより精緻な翻訳が可能になりつつあることが窺われる。

２

日本の児童文学の中でも、翻訳文学は確固たる位置を占めている。早くも安政４年（1857年）にオ

ランダ語から訳された『魯敏遜漂行紀略』（原作はデフォーの『ロビンソン漂流記』）が子どものため

の本として世に出ているが、近年も日本語による創作童話が増加しているなか、毎年100冊以上の児童

文学の翻訳書が刊行されている。
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「子どもの発見」でアリエスも言っているように、大人と区別された「子ども」という時期が存在

するという考え方は、産業社会の発達に伴う近代家族の成立、および教育制度の確立ととともに成立

した。西洋においては19世紀の後半から、キャロルの『不思議の国のアリス』やスティーブンソンの

『宝島』などの子どもを楽しませる本が次々と書かれることとなった。しかし佐藤宗子は『「子ども」

の文学とは何か』で、こうした文学も20世紀前半までは、中流階級の作者による、中流階級の子ども

のための文学であったが、20世紀後半になって初めて、欧米で「子ども」の人権に関する意識が高ま

り、「子ども」の読書も奨励されることになったと説明している。

明治20年代は、日本近代文学の誕生、言文一致体の使用さらに翻訳文学の確立を特徴とする時期で

あったが、近代児童文学の開始期にもあたる。明治24年（1891年）に博文館から『少年文学』叢書が

刊行された。その第一編を飾ったのが、巌谷小波の『こがね丸』であった。巌谷はその凡例に次のよ

うに書いていて、現在児童文学と呼ばれる「少年文学」の確立に欧米とくにドイツの影響が大きかっ

たことや「少年文学」が翻訳語であることがわかる。「此書題して『少年文学』と云へるは、独逸語の

Jugendschrift>より来れるなれど、我国に適当の熟語なければ、仮に斯くは名付けつ」 もちろん

Jugendが少年少女を指すように、「少年文学」の少年は少年少女を指している。しかしこの動物擬人化

仇討ち物語は、多数の読者をつかんだが、文体が言文一致体ならぬ戯作文体であったこと、さらに妾

の登場や勧善懲悪などの封建主義的道徳の採用などで批判もまた多かったようである。巌谷小波は、

ドイツ語が堪能で『こがね丸』以前に、フランツ・オットー編『こどもに愛されるメルヘンの宝物』

から『鬼車』を訳している。また彼は『世界お伽噺』や『世界お伽文庫』も刊行している。ほぼ同時

期に若松賎子は、言文一致体で名訳として知られる『小公子』を訳した。この小説を読んだのは、活

字から育児知識を得る新興の中流階層の母親たちであった。彼女らの営む近代的な家族では、子ども

は「天使」であり、母親の役割は内面的な愛情で子どもを育てることであった。時代の変化で、家族

も変容を遂げて行くなか、若松賤子は従来の文体では心の内を表現できず、翻訳および言文一致体で、

自らを表現できたのである。

若松賎子に限らず、翻訳児童文学の主な担い手は、ミッションスクールや留学でキリスト教の精神

に触れた者であった。内藤知美は「日本におけるキリスト教と翻訳児童文学」で、近代的な子供観の

底流にはキリスト教精神があるとして次のように述べている。「当時の欧米の翻訳児童文学作品の中

で、キリスト教と関連をもたない作品はなかったといってもあながち間違いではないだろう」 翻訳児

童文学作品は言文一致とも関係があった。「子どもにも読み物が必要であるという啓蒙的立場にたつ作

家たちは、作品が子どもに届くように語ることにつとめ、そのため言文一致の先駆けとして、訳文に

口語体の表現が用いられる場合も多かった」 。内藤は、翻訳児童文学のテーマは、19世紀英米の主要

なテーマであった「家庭物語」やその変形である「孤児物語」（家庭への純粋な憧れを示している）で

あって、「 慈愛に満ちた母親とその愛情を享けて純粋な心を育て成長する子ども>といったテーマは、

教養ある女性を育てることでクリスチャン・ホームの確立を目指した婦人宣教師の伝道の目的と一致

していた」 としている。明治の恋愛観同様子ども観も、キリスト教的「スウィート・ホーム」の理想
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を通じて、キリスト教と深い関係があったのである。

大正デモクラシーの時代、都市には職業婦人である多くのモダンガールが出現し、働く女性を見る

目も変わっていったが、子どもに対する意識も変わっていった。子どもを純粋無垢な存在として理想

化する「童心主義」が、大正時代の童話や童謡を貫く文学思潮であった。大正７年（1918年）には児

童雑誌『赤い鳥』が創刊された。次に挙げたのは創刊の辞。「『赤い鳥』は世俗的な下卑た子供の読み

物を排除して、子供の純性を保全開発するために、現代第一流の芸術家の真摯なる努力を集め、兼て、

若き子供のための創作家の出現を迎ふる一大区画的運動の先駆である」 またこの雑誌には多くの翻

訳作品も掲載された。

この時期、世界少年文学名作集が精華書院（家庭読物刊行会）から出版され、佐々木邦訳『トム・

ソウヤー物語』や中島孤島訳『クリスマス・カロル』などが刊行されている。野上弥生子による本邦

初訳の『ハイヂ』も同じシリーズの一つとして出版された。1924年には、松村武雄・小山内薫の監修

で、翻案を廃し完訳を目指した『世界童話体系』の刊行が開始され、『グリム童話集』や『アンデルセ

ン童話集』や『ハウフ童話集』が世に出た。

続いて「教養」が大衆化した戦前の昭和期には、翻訳文学と同様、児童文学でも不況対策のための、

翻訳の大量生産がおこなわれ、アルス社の全76巻にのぼる『日本児童文庫』や、興文社・文芸春秋社

の88巻の『小学生全集』が出され、後者では菊池寛が『アンデルセン童話集』や『家なき子』などを、

芥川龍之介も菊池寛共訳で『ピーターパン』などを訳出した。またプロレタリア文学運動の影響のも

と『少年戦旗』が創刊され、プロレタリア児童文学運動が始まったのも昭和前期であった。また岩波

文庫からも『クオレ 愛の学校』や『イワンの馬鹿』や『アンデルセン童話集』などの翻訳本が出た。

次に戦後期を展望する。1950年には完訳を基本とし、同時代の翻訳も取り入れた『岩波少年文庫』

の刊行が始まり、児童文学に刺激を与え、講談社からは『世界名作全集』『少年少女世界文学全集』、

創元社からは『世界少年少女文学全集』といった全集の刊行が始まった。

佐藤宗子はこういった全集ブームの影に、1970年頃まで盛んであった「教養主義」の広がりを見て

取っている。 「世界」の「名作」はすべての少年少女の「教養」となったのであった。そしてこうし

た全集やシリーズもの刊行の傾向は1970年頃までつづくのである。1970頃からは、教育の大衆化が一

層顕著となり、古典（名作）に対する大衆の態度も変化したことから、「教養主義」の崩壊が始まった

が、児童文学における「教養主義」も平行現象であったのだろう。世の中の変革を目指す進歩主義や

人間の成長を目指す啓蒙主義とも結びついた「教養主義」が退場してから、狂ったカジノ型資本主義

が暴走する中、大衆消費社会に特徴的な個人主義的で、刹那的な快楽主義が跋扈している現代である

が、1970年代から日本にも紹介されるようになったエンデなどの知的で、アイデアに溢れたメルヘン

作家の文章には、わずかに未来への希望も感じられるのではないだろうか。
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翻訳児童文学のなかでも、スイスの女流児童文学作家ヨハンナ・シュピーリの『ハイジ』は1920年

の野上弥生子の初訳『ハイヂ』以来、我国で多くの読者を獲得してきた。また近年は翻訳本に基づい

て、高畑勳たちによってアニメ映画化されて、日本発のハイジ・アニメが世界中の子どもの心をつか

んでいる。ここでは児童文学の名作『ハイジ』の翻訳を題材として、日本の翻訳文学および翻訳児童

文学の問題を考えていきたい。

一般に外国語を翻訳をする場合、固有名詞の取り扱いに苦慮することが多いが、『ハイジ』翻訳の場

合も同様である。まず著者の名前が、スピリであったり、シュピリであったり、シュピーリであった

りと紛らわしいが、高橋健二の『シュピーリの生涯』の記述が解決をもたらしてくれる。「なお、シュ

ピーリの名はスピリとも書かれていますが、彼女の生まれたヒルツェルはドイツ語の地方で、ふるさ

との人はシュピーリといい、標準発音辞典でもそうなっています」 。英語の重訳であった野上弥生子

訳の『ハイヂ』がスピリ原作とするのは仕方ないとしても、岩波少年文庫の竹山道雄訳にスピリ原作、

またその新訳である上田真而子訳にシュピリ原作とあるのはうなずけない。さすがに現代の代表的な

矢川澄子訳にはシュピーリ原作とあり、『集英社世界文学大事典』や『児童文学事典』や『子どもの本・

翻訳の歩み辞典』でもシュピーリを採用している。

もともとHeidi（『ハイジ』）は二部に分かれていて、第一部にはHeidis Lehr-und Wanderjahre（ハ

イジの徒弟および遍歴時代）、第二部にはHeidi kann brauchen ,was sie gelernt hat（ハイジは習っ

たことを使うことができる）という題名がついている。『ハイジ』の翻訳の題名では、子どものための

読み物ということを考慮したからであろうが、頻度数からいうと『アルプスの少女』が最もよく使わ

れ、次に『アルプスの少女ハイジ』がよく使われ、翻訳の大半がこの二つを題名として用いている。

その他『アルプスの山の娘』も使われているが、原題の『ハイジ』を用いた翻訳は少数派である。ア

ルプスや少女のイメージが「無垢」のイメージを呼び覚ますからであろうか。

『児童文学翻訳作品総覧』を見ると『ハイジ』は抄訳やコミック版を含め、大正９年（1920年）か

ら平成16年（2004年）の84年間で、175点翻訳されていることがわかる。若干意外な感じもするが大半

が戦後に訳され、戦前に訳されたのは僅かに４点に過ぎない。『ハイジ』が児童文学、翻訳児童文学に

おいて大きな位置を占めるようになったのは戦後のことであろう。戦前に訳された４点のうち３点は

抄訳を含む野上弥生子訳である。また４点とも英語からの重訳である。野上以外の訳は、『楓物語』と

いう風変わりな題を持った翻訳で、大正14年（1925年）ヨハンナ・スパイリ原作山本憲美訳として下

関・福音書館より出版されている。ハイジが楓、クララが久良子、ペーターが弁太などと主人公が日

本名で登場する翻訳ならぬ翻案ものである。こうした翻案は大正時代には珍しくなかった。

以下 代表的な翻訳の出版年と題名と翻訳者と出版社名を年代順に並べる。

1920年（大正９年）『ハイヂ』 野上弥生子 家庭読み物刊行会

1925年（大正14年）『楓物語』 山本憲美 福音書館
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1934年（昭和９年）『アルプスの山の娘』 野上弥生子 岩波書店（岩波文庫）

1952年（昭和27年）『ハイジ（上）』 竹山道雄 岩波書店（岩波少年文庫）

1953年（昭和28年）『ハイジ（下）』 竹山道雄 岩波書店（岩波少年文庫）

1953年（昭和28年）『アルプスの山の少女ハイジ』 植田敏郎 創元社（世界少年少女文学全集17・ド

イツ編４） 植田の同じ題名の翻訳は1956年に新潮文庫となる

1959年（昭和34年）『アルプスの少女』 関泰祐 講談社（少年少女世界文学全集24ドイツ編７）関泰

祐・阿部賀隆訳は『アルプスの少女ハイジ』として後に角川文庫に入る

1961年（昭和36年）『アルプスの少女』 国松孝二他 白水社（スプリ少年少女文学全集１） 後に『ア

ルプスの少女ハイジ』として偕成社文庫に入る

1968年（昭和43年）『ハイジ』 矢川澄子 福音館書店（福音館古典童話シリーズ13）

後に『ハイジ（上）』『ハイジ（下）』として福音館文庫に入る

2003年（平成15年）『ハイジ上』『ハイジ下』 上田真而子 岩波書店（岩波少年文庫）

なおアニメ映画としては、フジテレビの世界名作劇場の中で『アルプスの少女ハイジ』として1974

年の１月６日から12月29日までの52回に分けて放送された。1979年には劇場版が公開されている。企

画は瑞鷹エンタープライズ、演出は高畑勳、場面設定・画面構成は宮崎駿、キャラクター・デザイン

および作画監督が小田部洋一である。

ハイジの翻訳は、上に記した独文学者や翻訳家による本格的な翻訳の他に、多くの翻案や抄訳があ

る。翻訳点数は昭和20年代に一挙に増加し、昭和40年代にピークを迎え、以後徐々に漸減している。

平成の始め16年間に出版された『ハイジ』翻訳本は、昭和40年代10年間の３分の２くらいである。こ

の現象はこの既に触れたように、昭和40年代まで少年少女の「教養」＝古典としての『ハイジ』翻訳本

がその役割を徐々に終えていったことを物語っている。昭和40年代の終わりに作られたアニメーショ

ン版『ハイジ』が、翻訳で作られたイメージを引き継いで、より視覚的に、より直接的にハイジの世

界を伝えている。2001年のシュピーリ没後百年を記念したシンポジウムでのスピーチを集めた『Yo-

hanna Spyri und ihr Werk』（ヨハンナ・シュピーリとその作品）で高畑勳は原作をアニメ化するに

あたっての見解を述べている。 そこで彼は欧米作品を翻訳する際の児童文学翻訳者と同じ問題に直

面している。まず日本人には理解しがたいキリスト教の問題。高畑も視聴者が日本の少年少女という

ことで、宗教色を薄めたと述べている。たしかに原作とアニメを比較すると、クララのおばあさんの

篤い信仰心と悔い改めたアルプのおじいさんの村人との和解が意図的に省略されている。さらに悪人

を作らない点はグリム童話改作などと共通している。嫉妬に駆られたペーターがクララの車椅子を壊

す場面も省かれ、デーテやロッテンマイヤーさんやアネッテの意地悪さも描かれてはいない。付け加

えたところは、かわいい動物のキャラクターであろうか。セントバーナード犬ヨーゼフは原作には登

場しないし、子やぎのユキやヒワの雛ビッチのエピソードも原作には描かれていない。原作に描かれ

た信仰心や心の葛藤が、心理描写の点でアニメ映画を平板にしている点は確かに否めないが、そのか

わり現地調査に基づいた心をいやす自然描写は見事である。
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４

ヨハンナ・シュピーリが『ハイジ』で描きたかったテーマは、人を善へと導くキリスト教の教えと、

不幸な孤児の境涯にありながら愛情溢れる純粋な少女の成長物語、さらに心を癒す美しい自然であろ

う。次にそうしたテーマを描いた場面を、野上弥生子の新旧訳、竹山道雄訳、矢川澄子訳、上田真而

子訳を比較して、日本語翻訳について考えてみたい。

外国語を日本語にする場合、日本語の特性が問題となる。井上健が「 第三の文学>としての翻訳文

学」で述べている西洋語と比べた日本語の特性を挙げてみよう。

１）主語、代名詞をかなりまで省略することができる。

２）西洋語とはその構造、語順を大きく異にする。

３）それゆえ訳出に際して、単語レベルでの一対一対応を追い求めることには、ほとんど意味がな

い。

４）西洋語とは品詞の機能を大きく異にする。

５）時制の規則が緩やかである。

６）関係詞に相当するものを持たない。

７）性・年齢・地位・階級等の別が、人称代名詞の選択、文末語に明瞭に表れる。

８）欧文よりは視覚に訴えるところが明らかに大きい。

こうした欧米語と日本語の相違に注意しながら、次に『ハイジ』の中のいくつかの重要な場面の翻

訳を見ていきたい。以下まず英語原文を示し、野上旧訳、野上新訳、さらに独語原文を示した後、竹

山訳、矢川訳、上田訳の順にみていきたい。ただし英語原文については、野上が用いたEvryman’s
 

Library431の『Heidi』である。ドイツ語原文は今日普及しているLentz版である。また野上の旧訳

と新訳の相違箇所には、旧訳の部分に下線を加えた。また野上の訳文にはルビがついているが、ここ

ではカットした。

まず第１部第10章「Eine Großmutter」（おばあさん）でクララのおばあさんとハイジが神様のこと

を話す場面。

（英語原文）

“Have you never been taught to pray,Heidi;Do you not know even what it means?”

“I used to say prayers with the first grandmother,but that is a long time ago,I have forgotten
 

them.”

“That is the reason,Heidi,that you are so unhappy,because you know no one who can help you.

Think what a comfort it is when the heart is heavy with grief to be able at any moment to go and
 

tell everything to God,and pray Him for the help that no one else can give us. And He can help
 

us and give us everything that will make us happy again.”

A sudden gleam of joy came into Heidi’s eyes.
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（野上旧訳）

「まあ、お祈りをすることも教はらなかったのですか、ハイヂ。ぢや、お祈りといふのはどんなこと

だか知らないのでせうね。」

「ペエテルのとこのおばあさんはよくお祈りしてゐいましたの。でもずっと先のことだから、あたし

忘れてしまいましたわ。」

「ですから、ハイヂ、そんなに悲しい気持ちになったりするのですよ、悲しくて気の鬱ぐ時は、すぐ

と神様のところへ行って何もかも打ちあけてお祈りをして御覧なさい。どんなに心がやすまるか知れ

ませんよ。神様より外には、わたしたちを助けて下さる人はないのですからね。神様なら、わたした

ちを救って、何でも望み通りにして下さるのです。」

すると突然悦びの光がハイヂの眼に現はれました。

（野上新訳）

「まあ、お祈りも教はらなかったのですか、ハイヂ。ぢゃ、お祈りつてどんなことだか知らないので

せうね。」

「ペーテルのとこのをばさんはしてゐましたの。でもずっと先のことだから、あたしわすれつちまい

ましたわ。」

「ですから、ハイヂ、そんなに悲しい気持ちになるのですよ、悲しくて気のふさぐ時には、すぐと神

さまになにもかも打ち明けてお祈りをして御らんなさい。どんなに心がやすまるか知れませんよ。神

さまよりほかにわたしたちを助けて下さるひとはないのですからね。神さまなら、なにに限らずわた

したちの望み通りにして下さいますよ。」

すると突然悦びの光がハイヂの眼にあらはれました。

野上の新旧訳はともに旧かなづかいであるが、旧訳が「わすれてしまいましたわ」など丁寧な口調

であるのに比べ、新訳は「わすれちまいましたわ」など意識的に口語体に近づけてある。５才のハイ

ジが旧訳では成人した良家の娘みたいな口を利くのを見ると、野上は親の読み聞かせを念頭において

訳したのだろう。また鬱ぐ→ふさぐ、御覧→ご覧、現われ→あらはれ、神様→神さまなど、新訳では

漢字の使用が少ないのも目立つ。付け加えていうと、ハイジが一緒にお祈りしたのは、野上が原文に

付け加えて説明しているペーターのおばあさんではなく、ハイジの亡くなったおばあさんであり、誤

訳である。原文通り前のおばあさんとすべきであろう。野上は改訳するにあたり全面的に、削除や書

き換えをして読みやすくした。

（独語原文）

“Hast du denn gar nie gebetet,Heidi,weißt du nicht,was das ist?”

“Nur mit der erstern Großmutter habe ich gebetet,aber es ist schon lange her,und jetzt habe ich
 

es vergessen.”

“Siehst du,Heidi,darum mußt du traurig sein,weil du jetzt gar niemanden kennst,der dir helfen
 

kann. Denk einmal nach,wie wohl das tun muß,wenn einen im Herzen etwas immerfort druckt
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und qualt,und man kann so jeden Augenblick zum lieben Gott hingehen und ihm alles sagen und
 

ihn bitten,daßer helfe,wo sonst gar niemand helfen kann!Und er kann uberall helfen und uns
 

geben,was uns wieder froh macht.”

Durch Heidis Augen fuhr ein Freudenstrahl.

（竹山訳）

「では、おまえはお祈りをしたことがないのかえ、ハイジ。お祈りということを知らないのかえ。」

「むこうのおばあさんとは、お祈りしたことはあるの。でも、ずいぶん前のことで、わすれてしまっ

たわ。」

「いいかえ、ハイジ。おまえがそんなにかなしいのは、たすけてくれる人がないからです。気になる

ことがあって、苦しいときにはね、人はいつでも神さまのところへゆけばいいの。そうすれば、なに

もかも申しあげて、人間では、とうていたすけられないことも、おたすけをねがうことができます。

これは、なんといういいことでしょう。それを、よく考えてごらん。神さまは、どんなときでもたす

けてくださいます。わたしたちを、またしあわせにしてくださることが、おできになるのですよ。」

ハイジの目には、うれしそうな光がかがやきました。

（矢川訳）

「じゃあ、いままでお祈りをしたことはないの？ハイジ、お祈りって知ってるでしょ？」

「まえのおばあさんのとこで、したことはあるわ。でももう、ずいぶんまえで、わすれちゃった。」

「ごらんなさい、ハイジ。だからそんなに悲しそうなのね。だれにも助けてもらえないとおもってい

るからよ。考えてもごらんなさいな。もし、心の中になにかしょっちゅう重苦しく気になることがあっ

たって、すぐ神さまのところへ言って、すっかり申し上げて、人間にはとてもできないようなことで

もお助けくださいっておねがいできるとすれば、どんなにいいか、しれないじゃないの。だって神さ

まは何だって助けてくださって、わたしたちをまたしあわせにしてくださるのよ。」

ハイジの目が、さっとあかるくかがやきました。

（上田訳）

「ハイジ、あなた、お祈りをしたことがないの？お祈りのこと、知らないの？」

「前のおばあちゃんといっしょにお祈りしたけど、でも、もうずっと前だもん、わすれてしまった。」

「ほらね、だからあなた、そんなに悲しいのよ、ハイジ。だれにも助けてもらえないと思っているか

らよ。ねえ、考えてごらんなさい。なにか、悲しいこと、苦しいことがあって困っているときには、

いつでも神さまのところへいってなにもかもお話しして、助けてくださいっておねがいできるの!だ

れにも助けられないようなことでもよ。それがどんなにありがたいことか、あなた、わかるでしょ。

神さまはね、どんなときでも、なんでも助けてくださるわ。そして、わたしたちがまたうれしくなる

ようにしてくださるの。」

ハイジの目によろこびの光が走りました。

独語からの完訳である竹山訳が出版されると、抄訳や自由訳による野上訳は、ある面で歴史的使命
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を終えた。人間の弱さや醜さや、愛情表現、篤い宗教心等シュピーリの世界がより鮮明に読者に提供

されたからである。竹山訳、矢川訳、上田訳に共通するのは、子どもの読者を意識して、より口語的

に、より漢字を少なくしている点である。一読すれば野上訳よりもこれらの訳がずっと読みやすくなっ

ているのがわかる。戦後の代表的な三つの訳のなかでも「いいかえ」など少し古い表現を使ったり、

ですます調の竹山訳より、「の」「よ」「ね」を多用した矢川訳、上田訳がいまの我々には読みやすい。

また微妙な違いだが、矢川訳より、上田訳のほうが、原文に近いといえる。

次は聖書の帰ってきた息子の話をハイジから聞き、ハイジの清らかな寝顔を見て、アルプのおじい

さんが改心する場面である。

（英語原文）

Her hands were still folded as if she had fallen asleep saying her prayers,an expression of peace
 

and trust lay on the little face,and something in it seemed to appeal to the grandfather,for he
 

stood a long time gazing down at her without speaking. At last he too folded his hands,and with
 

bowed head said in a low voice, “Father,I have sinned against heaven and before thee and am
 

not worthy to be called thy son.” And two large tears rolled down the old man’s cheeks.

（野上旧訳）

彼女はお祈りをした時の儘で手を組み合わせて、その小さな顔の上には平和な頼みきつた色が浮かん

でいました。而してその顔はおぢいさんに何事かを訴へ、求めるやうな気がしました。終におぢいさ

んもまた手を組み合はせて、頭をうなだれて低い聲で祈りました。

「神様、わたしは天とあなたに對して罪を犯しました。私はあなたの子どもと云はれる資格はござい

ません。」

斯う云ふと共に、大きな涙がおぢいさんの頰を伝つておちました。

（野上新訳）

彼女はお祈りをした時のままで手を組みあはせ、その小さな顔の上には平和な頼みきつたいろが浮か

んでゐました。その顔はおぢいさんになにごとか訴へ、求めるやうな気がしました。とうとうおぢい

さんも手を組みあはせ、頭をたれて低いこえで祈りました。

「神さま、わたしは天とあなたに對して罪を犯しました。私はあなたの子どもと云はれる資格はござ

いません。」

かう云ふとともに、大きな涙がおぢいさんの頰を伝つておちました。

基本的には前の箇所で指摘したことがここでもいえる。新旧訳とも旧かなづかいであるが、新訳で

は、聲→声、斯う→かうなど読みやすさへの配慮が見られる。また「而して」を省略したり、「終に」

を「とうとう」とするなど、接続詞や副詞の使用にも読みやすさを目指しての全面改訂の意図がみら

れる。

（独語原文）

Es lag da mit gefalteten Handen,denn zu beten hatte Haidi nicht vergessen. Auf seinem rosigen
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Gesichtchen lag ein Ausdruck des Friedens und seligen Vertrauens,der zu dem Großvater reden
 

mußte, denn lange, lange stand er da und ruhrte sich nicht und wandte kein Auge von dem
 

schlafenden Kinde ab. Jetzt faltete auch er die Hande, und halblaut sagte er mit gesenktem
 

Haupte:“Vater,ich habe gesundet gegen Himmel und vor dir und bin ich nicht mehr wert,dein
 

Sohn zu heißen!” Und ein paar große Tranen rollten dem Altem die Wangen herab.

（竹山訳）

ハイジは両手をくんでねていました。お祈りを忘れなかったのです。その顔には、平和と、しあわ

せな信頼の表情がうかんでいました。おじいさんは、心をうたれました。そして、長い長いあいだ、

そこにたったまま、身うごきもせずに、このねむっている子どもから、目をはなしませんでした。

やがて、おじいさんもまた手をあわせました。そうして、頭をたれて、つぶやくました。

「父よ、わたしは神とあなたにたいして罪をおかしました。もはや、あなたのむすこという資格はご

ざいません。」

いくつかの大きな涙が、おじいさんのほおにしたたりました。

（矢川訳）

お祈りをわすれなかったので、ハイジは胸に手を組んだまま、横たわっていました。顔には、いか

にもおだやかな、安心してゆだねきった表情がただよっていましたが、その表情に、われ知らずひき

つけられたのでしょう、おじいさんは、いつまでもそこに立ちつくしたまま、身動きもせず、子ども

の寝顔をあかず見守りつづけました。それからやがて、自分も手を組み合わせると、頭をたれて、ひ

くくつぶやいたのでした。

「父よ、わたしは天にそむき、あなたにも罪をおかして、もはや、あなたのむすこと呼ばれるにあた

いしません!」

大つぶのなみだが、一しずく二しずく、老人のほおを伝って、ころがり落ちました。

（上田訳）

ハイジは手をくみあわせてねむっていました。忘れずにお祈りをしたのです。ほんのりと赤い小さ

な顔は、清らかな、安心しきったやすらぎにみちあふれていました。その顔がおじいさんにかたりか

けたのでしょう。おじさんはそこに立ったまま、長いあいだ身じろぎもせずにハイジを見下ろしてい

ました。

とつぜん、おじいさんは手をくみあわせました。頭をたれて、小声でいいました。

「おとうさん、ぼくはわるいことをしました。天の神さまにも、おとうさんにも。ぼくはもうあなた

の息子とはいえません!」

大つぶの涙がいくつか、老人のほおを流れ落ちました。

戦後の代表訳を比較すると、共通点として基本的に「ました」「でした」という文体を使っているこ

とが挙げられる。戦前訳とも共通する点である。また戦前の野上訳と比べて、現代仮名遣いの使用、

漢字の数が少ないことは前述の場面と同じことが指摘できる。ここでの一番の相違は、おじいさんの
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祈りの言葉である。竹山訳と矢川訳では、父よとあっておじいさんが神を指して父よといっているの

か、実の父をさしていっているのかわからないが、上田訳ではお父さんとして、おじいさんの言葉が

お祈りではなく、告白の場面であることを明示している。

次に自然描写。なんといっても『ハイジ』の魅力は美しい自然描写である。

（英語原文）

During the night the wind had blown away all the clouds;the dark blue sky was spreading
 

overhead,and in its midst was the bright sun shining down on the green slopes of the mountain
 

where the flowers opened their little blue and yellow cups,and looked up to him smiling. Heidi
 

went running hither and thither and shouting with delight,for here were whole patches of delicate
 

red primroses,and there the blue gleam of the lovely gentian,while above them all laughed and
 

nodded the tender-leaved golden cistus.

（野上旧訳）

夜の間に風は雲をみんな吹き払って、濃緑色の空が頭の上に壙がってゐました。そのまん中にある

輝かしい太陽は、山の緑色した斜面を照らして、花と云ふ花が、彼等の青いコップや、黄色いコップ

を開けて、微笑しながら太陽を見上げてゐました。此處に優しい、赤い櫻草があるかと思ふと、其處

には可愛らしい竜膽の青い輝きがあるし、しほらしい葉のついた金色の木犀花は、それ等の花の上に

一面わらつて、うなづいてゐると云ふ有様なので、ハイヂはそこらぢうを飛び廻つて、悦びの叫び声

をあげてゐました。

（野上新訳）

頭の上にはみどりの空がひろがって、そのまん中に太陽がかがやいてゐました。花と云ふ花が、青

青した山の斜面に白いコップや黄色いコップを並べてゐました。ハイジは花から花に飛び廻るし、山

羊は山羊で好きな方に駈けだして行くので両方の晩をするペーテルは大骨折りでした。

野上弥生子は、改訳にあたり、筋の展開とあまり関係ない部分は大幅に削除した。旧訳では紺色の

空や輝かしい太陽や色とりどりの花の咲き乱れる牧草地の風景をできるでけ忠実に訳出する態度が見

えて、つっけんどんな新訳より好ましい。削除や書き換えを自由に行う自由訳は、読者のことを意識

したとはいえ、しばしば独善的で、原作の香りを消してしまいかねない。なお英語のcupはドイツ語

のKelchの訳で「萼」のことであり、「コップを開けては」は「花を咲かせて」とすべきところである。

（独語原文）

Der Wind hatte in der Nacht das letzt Wolkchen weggeblasen;dunkelblau schaute der Himmel
 

von allen Seiten hernieder,und mitten darauf stand die leuchtende Sonne und schimmerte auf die
 

grune Alp,und alle die blauen und gelben Blumchen darauf machten ihre Kelche auf und schauten
 

ihr frolich entgegen. Heidi sprang hierhin und dorthin und jauchzte vor Freude,denn da waren
 

ganze Truppchen feiner roter Himmelsschlußelchen beieinander, und dort schimmerte es ganz
 

blau von den schonen Enzianen, und uberall lachten und nickten die zartblattrigen, goldenen
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Zistusroschen in der Sonne.

（竹山訳）

夜のあいだに、風が、雲をひとかけらも残さずに吹きはらっていました。こい青空が、はっぽうか

らせまってくるようでした。そのまんなかに。太陽がキラキラとかがやいていて、みどりの山を照ら

していました。山の上は、青や黄色の花が開き、うれしそうに、空を仰いでいました。ハイジは、あ

ちらにとんだり、こちらにはねたりして、さけび声をあげました。それというのも、あるところでは、

きれいなあかいサクラソウが、群れをなして、茂っていたし、あるところでは、あたりが美しいリン

ドウのはなで一面マッサオでしたし、どこもここも、葉のやわらかい、金色のシストの木が、日に照

らされて、笑ってうなずいていたからです。

（矢川訳）

夜のうちに、風が雲をすっかりふきはらい、紺色の空がいちめんにひろがっていました。そのまん

中にあかるいお日さまがかがやき、緑のいただきを照らしています。青、黄、さまざまの山の花が花

ひらき、にっこりほほえみながらお日さまを見上げています。ハイジはあっちへこっちへ、ぴょんぴょ

んはねまわっては、声を上げてはしゃぎました。だって、ここにかわいい赤い桜草がぴっしりかたまっ

ているかと思えば、あそこはきれいなりんどうでいちめんまっさお、といた具合で、そのうえいたる

ところ金色のシストの木が、日をあびてにっこりうなずきかけているのです。

（上田訳）

風が夜のうちに雲をひとつのこらず吹きちらして、まっ青な空がまわり全体からみおろしています。

そのまんなかでお日さまがかがやいていて、高原の緑の牧草地をあかるくうきたたせていました。小

さな青や黄色の花がみんな花びらをいっぱいひらいて、うれしそうにお日さまにごあいさつをしてい

ます。ハイジは大声をあげて、あっちにかけたり、こっちにかけもどったりしはじめました。それと

いうのも、ここに赤いさくら草がかたまって咲いているかと思えば、むこうにはきれいなりんどうの

花が一面まっ青にかがやいていますし、やわらかい花びらの金色のみやまきんぽうげときたら、もう

いたるところでハイジににっこりとうなずきかけていたからです。

ここも、戦後の独語からの翻訳が、戦前の英語からの重訳で自由訳に近い野上訳より、原文を省略

せず、美しい情景をより正確に伝えながら、しかも読みやすいことがわかる。しかし若干の違いも見

受けられる。まず目立つのが副詞の訳し方である。竹山訳のあちらこちら／あるところ／あるところ

とあるところが、矢川訳ではあっちこっちに／ここに／あそこにとあり、上田訳ではあっちにこっち

に／ここに／むこうにとあり、矢川訳と上田訳の方がより口語に近い。また過去形の訳し方だが、竹

山訳ではました／でしたが多用されているが、矢川訳や上田訳は少しだけその頻度が低い。花の名前

をみると、竹山訳がカタカナであることが目につく。今の読者にはひらがなや漢字の方が読みやすい

のではなかろうか。それにして竹山訳と矢川訳にあるシストの木とはなんであろうか。上田訳のミヤ

マキンポウゲのほうがイメージが湧く。アルプスの植物に関する知識がないと誤訳を重ねかねないの

で、翻訳は難しい。
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まとめ

これまで、ハイジの翻訳史と翻訳文体を、明治以降の児童文学を含めた文学の翻訳史と翻訳文体と

の関連において考察してきたが、ここで翻訳の定義について若干ふれておきたい。「広辞苑」などに見

るように翻訳の定義としては「外国語を自国語に置き換えること」が用いられるが、周知のように、

日常的にはしばしば「他人の言葉を自分の言葉に置き換え理解すること」といった意味で使用される。

こうした会話や読書の視点から翻訳を見直すこと必要であろう。そもそも明治20年代以降の言文一致

体成立の底流には、西洋化・近代化を目指し、一般大衆の知識水準の向上を目標とし、誰にも読める

文章を求めるべく漢字廃止運動やローマ字運動やひらがな運動があり、こうした運動が知識人の間で

一定の広がりを見せていた点にも注目しておくべきであろう。西欧化・近代化と文化の大衆化の一致

したところから、二葉亭らの言文一致の文体が生まれ、また同時に日本の近代文学が誕生したのであ

る。

一部の知識人のみが理解する外国発あるいは古典の文字情報、さらにそれと結びついた文化を大衆

に広く伝達するには、翻訳による情報の収集・分析・加工はかかせない。明治以降、特に戦後、情報

の大衆化において「翻訳」の果たした役割は誠に大きいといわざるをえない。

しかしまた「翻訳」とはたいていの場合、個人による情報の分析・加工・発信であるので、情報の

誤読もつきものであり、翻訳情報と原情報のずれは必然的でもある。「翻訳」を考える場合、その光と

影を常に意識すべきであろう。

ところでヴィルペルトの『文学事典』の翻訳の項をみると、翻訳の定義の一つである「外国語を自

国語に置き換えること」の中に死んだ外国語（ラテン語やギリシャ語）の翻訳が含まれるし、方言の

日常語への翻訳や、自国の古典語の翻訳も含まれている。こうしてみると谷崎や与謝野晶子の『源氏

物語』も翻訳に含まれることになる。国の内外を問わず世界遺産ともいえる「世界文学」は翻訳をと

おして新たな命を吹き込まれるのである。

日本の近代文学とほぼ同時期に日本の児童文学＝『少年文学』は誕生した。西欧化・近代化という

観点からすると、その誕生はキリスト教的な「愛に満ちた家庭」＝近代家族制度の確立、義務教育制度

の導入から導き出される「子どもの誕生」と深く関係していた。特に大正時代には、子どもの純粋さ

を強調した「童心主義」と結びついて、児童文学はおおいに普及したのであった。

こうした潮流の中で、大正９年（1920年）に今では児童文学の古典ともなった『ハイジ』は、女流

作家である野上弥生子によって本邦初訳がなされた。彼女は学者兼翻訳家であり視野の広い野上豊一

郎の妻であったこともあって、注目されることの少なかったドイツ語圏の作家ヨハンナ・シュピーリ

に着目したのであろう。以後170点以上の『ハイジ』を我々はもつことになる。

ハイジの代表的な翻訳を考察すると、旧かなづかいから現代かなづかいへ、漢字の量の減少、ルビ

の廃止、大人言葉から子ども言葉へ、重訳・自由訳から原語訳・完訳へといった傾向がはっきりとみ

てとれる。また野上訳にみえるように、日本における児童文学の抄訳や自由訳の場合、原典にある、
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宗教的な記述、登場人物の弱点や欠点、男女の愛に関する表現は削除される場合も多い。翻訳はあら

ゆる場合に時代的、文化風土的制約を受けていることも指摘しておきたい。

ところで全体からすると、抄訳やアニメ漫画の『ハイジ』本が多数を占めていることに気づく。特

にアニメ世界名作劇場に『アルプスの少女ハイジ』が登場してからは、『ハイジ』はアニメ映画の原本

として知られることが多いのが現状である。このアニメ映画の出現以降、『ハイジ』の翻訳出版数は減

少の一途をたどっている。『ハイジ』はアニメ映画で蘇ったともいえる。

翻訳文化の顕著な傾向は、村上春樹や吉本ばなな等の日本作家の作品が世界中で翻訳されているよ

うになったことである。また村上春樹の翻訳に代表されるような、自由で精緻な翻訳の登場も目につ

く現象である。これらの現象の原因を挙げるのはそう簡単なことではないが、例えば、日本の「翻訳

文学」「翻訳文体」の作家への影響、グローバル化による都市文化や消費文化や独身文化などの同時代

現象、性の解放や愛と性の分離また制度としての「愛」の崩壊、エンタテイメント系推理小説的要素

の採用、音楽文化や食文化や服飾文化の大衆化などが挙げられようか。

翻訳は、絶えず誤差を生じさせながらも、諸文化を諸国民をつなぎ、また古典を現代に蘇らせてき

た。異文化の紹介や分析、自国文化の活性化にも貢献してきた。文化は異文化との交流によりつねに

活性化されなければならない。「自由」「平等」「人権」などの政治思想から「恋愛」「個人」などの文

学的テーマまで、近代日本は異文化交流、それを支える「翻訳」によって急速な西洋化・近代化を、

同時に文化の大衆化を達成してきた。しかし一方では日本文化の基底に確固として「集団主義」「現実

主義」などあることも明らかになったのではなかったか。「翻訳」「翻訳語」「翻訳文体」は日本人の近

代化への努力を示すとともに、世界と日本の溝をも同時に暗示しているのではなかろうか。
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